
じゅう たん

黄金の絨毯に テイクオフ

９月24日（土）、大台スキー場からの眺望。



佐　藤　征　一  氏
（さとう　せいいち）

藤木字東八圭61番地

（昭和16年11月21日：63歳）

冨　樫　貞　一  氏
（とがし　ていいち）

神宮寺字家後10番地１

（昭和6年12月19日：73歳）

大仙市技能功労者
　　栄えある受賞者に５氏

平成17年度

　
氏
は
、
昭
和
31
年
に
父
の
経
営
す
る
佐
藤

ポ
ン
プ
店
に
入
社
。
そ
の
後
、
会
社
を
任
さ

れ
、
昭
和
43
年
に
社
名
を
佐
藤
ポ
ン
プ
工
業

所
に
変
更
。
平
成
７
年
に
は
、
法
人
会
社
し
、

有
限
会
社
佐
藤
設
備
工
業
を
設
立
し
て
現
在

に
至
る
。

　
上
下
水
道
を
は
じ
め
、
大
曲
中
学
校
や
大

曲
高
等
学
校
な
ど
の
配
管
工
事
を
手
掛
け
、

豊
か
な
経
験
と
確
か
な
技
術
を
も
と
に
、
卓

越
し
た
技
能
を
発
揮
し
て
い
る
。

  

配
管
工
と
し
て
技
術
の
向
上
に
励
み
、
一

級
管
工
事
技
能
士
、
一
級
管
工
事
施
工
管
理

技
士
、
浄
化
槽
整
備
士
な
ど
の
資
格
を
取
得

す
る
。
ま
た
、
配
管
検
定
員
と
し
て
後
進
の

指
導
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
従
業
員
の
資

格
取
得
や
技
術
指
導
も
積
極
的
に
進
め
て
い

る
。

　
現
在
も
第
一
線
で
活
躍
中
で
あ
り
、
大
曲

市
管
工
事
組
合
理
事
と
し
て
業
界
の
発
展
に

尽
力
し
て
い
る
。

　
技
能
功
労
者
表
彰
は
、
手
に
職
を
持
ち
、
長
年
精
進
さ
れ
た
技
能
者
の
方
々
を
た
た
え
る
制
度
で
、
新
市
と
し

て
第
１
回
目
の
表
彰
と
な
り
ま
す
。

　
選
考
は
、
関
係
団
体
等
か
ら
推
薦
さ
れ
た
方
々
に
つ
い
て
、
９
月
27
日（
火
）に
選
考
委
員
会（
会
長
・
佐
藤
賢
治

大
曲
仙
北
職
業
訓
練
協
会
会
長
）を
開
き
、
今
年
度
の
受
賞
者
を
次
の
５
氏
の
み
な
さ
ん
と
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
と
祝
賀
会
は
、
11
月
11
日（
金
）午
前
11
時
か
ら
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
川
端
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

農
林
商
工
部
商
工
観
光
課
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１
内
線
２
７
１

管  工  事建　　築

　
氏
は
昭
和
21
年
か
ら
５
年
間
、
当
時
の
小

林
工
務
店
に
弟
子
入
り
し
、
昭
和
45
年
に
冨

樫
工
務
店
を
開
業
。
昭
和
62
年
に
は
法
人
化

し
、
現
在
も
有
限
会
社
冨
樫
工
務
店
の
代
表

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　
一
般
住
宅
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
内
の

公
共
施
設
建
築
で
も
そ
の
技
能
を
遺
憾
な
く

発
揮
し
、
伝
統
あ
る
木
材
建
築
在
来
工
法
を

は
じ
め
確
か
な
技
術
は
業
界
内
で
も
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。

　
職
業
訓
練
指
導
員
と
し
て
技
能
講
習
に
参

加
し
、
後
進
の
指
導
育
成
に
意
欲
的
に
取
り

組
み
、
自
社
で
の
見
習
工
の
育
成
や
技
術
指

導
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

　
大
曲
仙
北
職
業
訓
練
協
会
、
秋
田
県
建
設

士
会
仙
北
支
部
、
大
曲
仙
北
建
設
技
能
組
合

連
合
会
な
ど
に
お
い
て
要
職
を
歴
任
し
、
現

在
、
神
岡
南
外
商
工
会
会
長
と
し
て
業
界
全

体
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
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池　田　　勉  氏
（いけだ　つとむ）

刈和野字上ノ台85番地22

（昭和８年７月30日：72歳）

村　上　　保  氏
（むらかみ　たもつ）

豊岡字長兵衛野104番地

（昭和11年１月15日：69歳）

建築大工 建築大工さく井工事

表
彰
式
は
11
月
11
日（
金
）11
時
か
ら
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
川
端
で
開
催
し
ま
す
。

佐　藤　祐　　  氏
（さとう　ゆういつ）

戸地谷字大和田364番

（昭和８年５月17日：72歳）

　
氏
は
、
昭
和
24
年
４
月
か
ら
、
武
藤
儀
三

郎
氏
の
も
と
で
修
行
に
励
み
、
５
年
後
に
独

立
。
昭
和
42
年
に
池
田
建
築
を
開
業
し
、
現

在
に
至
る
。

　
県
内
で
も
い
ち
早
く
オ
ー
ル
電
化
住
宅
に

取
り
組
み
、
高
断
熱
・
高
気
密
化
住
宅
の
建

築
技
術
に
お
い
て
も
豊
か
な
知
識
を
も
と
に

卓
越
し
た
技
能
を
発
揮
し
、
業
界
か
ら
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
安
全
な
住
宅
づ
く
り
を
心
が
け
、
常
に
技

能
研
鑚
に
努
め
る
姿
勢
は
、
他
の
模
範
と

な
っ
て
い
る
。

　
業
界
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、
県
内
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
東
北
各
地
で
の
意
見
交
換
会
等

に
積
極
的
に
参
加
し
、
講
演
会
で
は
講
師
を

務
め
る
な
ど
、
後
進
の
育
成
に
も
力
を
注
い

で
い
る
。

　
ま
た
、
大
曲
・
仙
北
の
健
康
住
宅
を
考
え

る
会
副
会
長
を
務
め
、
業
界
の
発
展
と
会
員

の
技
術
向
上
の
た
め
尽
力
し
て
い
る
。

　
氏
は
、
長
年
の
経
験
と
豊
富
な
知
識
を
生

か
し
、
現
在
は
村
上
建
築
設
計
事
務
所
の
代

表
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　
一
般
木
造
建
築
を
本
業
と
す
る
傍
ら
、
白

岩
の
雲
巌
寺
の
修
復
や
市
内
の
社
寺
建
築
で

も
そ
の
技
能
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
業
界
か

ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
現
場
で
の
綿
密

な
作
業
計
画
と
厳
し
い
施
工
管
理
に
よ
り
、

秋
田
県
優
良
技
能
者
表
彰
、
全
国
技
能
士
会

連
合
会
会
長
表
彰
、
東
北
職
業
能
力
開
発
協

会
会
長
表
彰
な
ど
数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
建
築
科
の
職
業
訓
練
指
導
員
、
技

能
検
定
建
築
大
工
の
検
定
員
と
し
て
、
業
界

の
技
能
振
興
と
後
進
指
導
育
成
に
貢
献
し
て

い
る
。

　
現
在
は
、
大
曲
仙
北
職
業
訓
練
協
会
理

事
、
大
曲
仙
北
建
設
技
能
組
合
連
合
会
副
会

長
、
大
仙
市
豊
岡
建
設
技
能
組
合
組
合
長
を

務
め
、
業
界
発
展
の
た
め
尽
力
し
て
い
る
。

　
氏
は
、
昭
和
42
年
に
独
立
し
、
佐
藤
ボ
ー

リ
ン
グ
を
開
業
す
る
。
昭
和
54
年
に
有
限
会

社
佐
藤
ボ
ー
リ
ン
グ
と
し
て
法
人
化
し
、
平

成
８
年
に
は
社
名
を
株
式
会
社
シ
ー
グ
に
変

更
、
現
在
は
会
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

  

業
界
の
３
Ｋ（
汚
い
、
き
つ
い
、
危
険
）解
消

の
た
め
、
資
材
運
搬
モ
ノ
レ
ー
ル
、
エ
ア
ハ

ン
マ
ー
に
よ
る
掘
削
工
法
を
東
北
で
初
め
て

導
入
し
、
業
界
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
。

　
さ
く
井
科
の
職
業
訓
練
指
導
員
と
し
て
多

く
の
技
能
工
を
指
導
育
成
し
、
自
社
に
お
い

て
も
長
年
に
渡
る
豊
富
な
経
験
と
知
識
に
基

づ
き
、
社
員
に
技
術
指
導
を
行
い
、
後
継
者

を
多
数
育
て
上
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
大
曲
仙
北
ボ
ー
リ
ン
グ
業
協
会
会

長
の
要
職
を
務
め
、
技
能
検
定
講
習
会
や
教

育
訓
練
な
ど
を
推
進
し
、
会
員
全
体
の
技
術

向
上
の
た
め
尽
力
し
て
い
る
。
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◆
対
象
／
お
お
む
ね
10
人
以
上
の
会
員
が
加

入
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
で
、

規
約
、
会
則
、
役
員
、
予
算
を
定
め
社
会
貢

献
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

◆
内
容
／
次
の
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
団
体

①
環
境
保
全
事
業（
ご
み
集
積
所
周
辺
清
掃
、

側
溝
清
掃
、
道
路
除
草
、
河
川
美
化
、
花
だ

　
今
後
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
く
る
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
。

　
市
で
は
、
自
治
会
区
域
内
の
街
灯
設
置
経
費
の
一
部
と
地
域
づ
く
り
活
動
等
を
支
援

し
、
住
民
主
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
各
種
助
成
の
詳
し
い
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
自
治
会
、
町
内
会
、
集
落
会

◆
内
容
／
街
灯
の
維
持
管
理
費
を
負
担
で
き

る
自
治
会
、
他
の
補
助
制
度
を
受
け
な
い

で
設
置
す
る
街
灯

◆
補
助
額
／
街
灯
一
基
当
た
り
設
置
経
費
の

２
分
の
１
以
内（
限
度
額
５
万
円
）

◆
手
続
き
／
自
治
会
街
灯
設
置
費
補
助
金
交

付
申
請
書
に
工
事
図
面
、
見
積
書
等
を
添

付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

活
動
支
援
事
業
補
助

自
治
会
街
灯
設
置
費
補
助

ん
整
備
、
公
園
清
掃
な
ど
）

②
イ
ベ
ン
ト
事
業（
夏
ま
つ
り
、
盆
踊
り
、
文

化
講
演
、
運
動
会
、
生
涯
学
習
な
ど
）

③
地
域
芸
能
、
伝
統
文
化
の
継
承
、
歴
史
資
料

の
保
存
に
関
す
る
事
業

④
地
域
福
祉
事
業（
高
齢
者
世
帯
の
巡
回
、
除

雪
、
福
祉
施
設
訪
問
、
介
護
講
習
会
の
開

催
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
）

⑤
地
域
生
活
安
全
事
業（
交
通
安
全
、
防
犯
活

動
、
防
災
訓
練
な
ど
）

⑥
世
代
間
・
地
域
間
交
流
事
業（
地
域
交
流
イ

ベ
ン
ト
、
親
子
体
験
学
習
、
納
税
意
識
の
高

揚
、
自
治
会
報
発
行
な
ど
）

◆
補
助
額
／
事
業
費
の
２
分
の
１
以
内（
限
度

額
10
万
円
）

◆
手
続
き
／
補
助
金
交
付
申
請
書
、
地
域
づ

く
り
活
動
計
画
書
、
予
算
書
を
提
出
。
書
類

審
査
後
に
交
付
の
有
無
を
通
知
し
ま
す
。

事
業
完
了
後
30
日
以
内
か
３
月
31
日
ま
で

の
ど
ち
ら
か
早
い
日
に
実
績
報
告
書
、
事

業
報
告
書
、
収
支
決
算
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
い
た
後
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

問い合わせ

各総合支所地域振興課

本庁地域づくり課☎ 0187- 63 -1111（内線218）まで

自
治
会
支
援
の
助
成
制
度

広
が
れ
！
地
域
づ
く
り
の
輪

応
援
し
ま
す
。
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安心できる健康長寿社会実現のためのアンケート調査にご協力く
ださい。

入園希望者を募集します

平成18年度の新入園児

　入園希望の方は、希望する下表幼稚園に直接

申し込みください。申込用紙は各幼稚園、教育委

員会各分室に備え付けてあります。

※入園中の園児については、申し込みの必要は

ありません。

対象幼児／

　１年保育（満５歳児）

平成12年４月２日から平成13年４月１日ま

でに生まれた幼児

　２年保育（満４歳児）

平成13年４月２日から平成14年４月１日ま

でに生まれた幼児

　３年保育（満３歳児）

平成14年４月２日から平成15年４月１日ま

でに生まれた幼児

申込受付期間／11月１日（火）から30日（水）ま

で（土・日曜日、祝日、幼稚園の休園日を除く）

【問い合わせ・申し込み】

　入園を希望する幼稚園まで

　市では、住みよい長寿社会を目指した高齢者プラ

ン策定のため、実態調査を行っています。

　調査票が送付され、まだ返送していない方は必要

事項を記入のうえ提出をお願いします。

【問い合わせ】

　本庁援護福祉課高齢班

　☎ 0187-63-1111（内線169）まで

提出をお願いします

高齢者実態調査票
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2
テーマは「絆」。よろこびのネットワーク

角間川更生園祭
　売店や利用者による演芸発表のほか、大曲太鼓道

場の太鼓演奏や小桜舞子ショーなど、たくさんのイ

ベントを準備しています。ぜひお越しください。

◆日時／11月３日（木）午前10時～午後２時30分

◆会場／角間川更生園

【問い合わせ】

　角間川更生園☎ 0187-65-3676まで

4
届け出はしっかりと

10月は土地月間
　一定面積以上の土地取引の契約をした場合、国土

利用計画法により土地の権利取得者（買主）は知事に

届け出をする必要があります。

◆届け出が必要な土地の面積／

①都市計画区域（大曲地域、神岡・西仙北地域の一

部）5,000㎡以上

②それ以外の区域 10,000㎡以上

③都市計画区域内で10,000㎡以上の取引をする場

合は「公有地の拡大の推進に関する法律」に基づ

き、売り主から契約前に届け出が必要です。

◆届け出が必要な取り引き／売買、交換、譲渡担

保、代物弁済等

◆届け出内容／土地の所在、利用目的等

◆届け出期間／契約を締結した日から２週間以内

【問い合わせ】

本庁都市計画課（内線276）まで

5
暗くなったら走行・歩行に注意

夕暮れ時は早めのライト点灯
　これからの季節、夕暮れ時はドライバーの視覚に

よる確認が難しく、交通事故が起こりやすくなりま

す。反射材を利用した物を身に着けたり、自動車・

自転車は早めにライトを点灯するなどドライバーの

運転を助け、交通事故が起こらないようにしましょ

う。

1
貸し出ししています

ドンパン節のはんてん
　中仙総合支所では、宝くじ助成事業により、ドン

パン節のはんてん500着を購入しました。

　中仙総合支所地域振興にて無料で貸し出ししてい

ますので、お気軽にご利用ください。

◆サイズ／身丈85cm・身巾68cm

◆利用方法／①借用申請書の提出（印鑑が必要）

②はんてんの受け取り、返却

※使用後はクリーニングをして返却をお願いします。

【問い合わせ・申し込み】

中仙総合支所地域振興課☎0187-56-2112まで

貸し出しする「はん
てん」写真右／正面、
写真下／背面

3
ガス・電池は必ず抜いてから

ごみ収集車の車輌火災
　９月21日（水）午前10時ころ、大曲地域花館付近

で、中身の残っているガス缶類が原因と思われる

「ごみ収集車の車輌火災」が発生しました。

　今回の車輌火災は、ガス缶類への引火が原因と考

えられますが、着火の原因となる電気着火製品（ガス

コンロなど「カチッ」と音のするもの）にも注意が必

要です。重大な事故につながらないよう、ガス缶類は

最後まで使い切り、穴を空け、電池が入ったものは必

ず電池を抜いてからごみへ出すようにしてください。

【問い合わせ】

本庁環境対策課（内線146）まで

大曲花館地区のごみ収集車車輌火災現場（消火直後）

6



6
申請はお済みですか

戦没者等の特別弔慰金
　戦没者等の死亡当時の遺族で、遺族年金等を受け

る方がいない場合、次の優先順位で特別弔慰金が支

給されます。

◆優先順位／

①平成17年４月１日まで弔慰金の受給権を取得した方

②戦没者等の子

③戦没者等と生計関係があった父母、孫、祖父母、

兄弟姉妹（姓が変わっている方、遺族以外の方と

養子縁組している場合を除く）

④③以外の父母、孫、祖父母、兄弟姉妹

⑤三親等内の親族で、戦没者等の死亡時まで引き続

き１年以上生計関係があった方

◆支給額／年額４万円

◆申込受付期間／平成20年３月31日まで

※お早めに申し込みください｡

【問い合わせ・申し込み】

各総合支所市民課

本庁社会福祉課企画班（内線162）まで

　水環境保全活動の発表・意見交換などを行うワー

クショップです。取り組みをパネルにまとめ発表し

てみませんか。すばらしい発表をした方は、翌年の

全国大会に出場できます。

◆日時／11月26日（土）午後１時受け付け開始

27日（日）午前９時～正午

◆会場／神岡農村環境改善センター（神岡温泉「嶽

の湯」隣り）

◆申し込み方法／各総合支所土木課、本庁都市計画

課に備え付けの申込用紙で申し込みください。

◆申込受付期限／11月11日（金）

【問い合わせ・申し込み】

水環境ネット東北☎ 022-723-1390まで

8
水環境について考えませんか

北東北「川・水環境」ワークショップ

イベントたくさん、民謡ショーも開催

にしせんぼく文化祭9

10
チケット好評発売中

吉田正記念オーケストラコンサート
　ゲストに「ここに幸あり」「東京は恋人」などヒッ

ト曲をもつ大津美子さんを迎え、作曲家「吉田正」

の名曲をオーケストラで奏でるコンサートです。

　昭和の歌、誰もが思わず口ずさんでしまうメロ

ディーをどうぞお楽しみください。

　チケットは各プレイガイドで好評発売中です。

◆開催日時／11月19日（土）午後１時30分開場、

２時開演

◆会場／協和市民センター（和ピア）

◆入場料／全席指定4,000円

◆チケット発売場所／大曲市民会館、中仙市民会館

（ドンパル）、協和市民センター（和ピア）、仙北ふれあ

い文化センター、イオン秋田ショッピングセンター

【問い合わせ】

協和市民センター（和ピア）☎018-892-3820まで

希望者に無料でお譲りします

リサイクルフリーマーケット7
　「ダイニング

テーブルセット」

「フロアランプ」

を無料でおゆず

りします。ご希

望の方は大曲総

合支所環境課（内

線117）までご連

絡ください。

写真左／ダイニングテーブルセット
（テーブル１点、いす２点）

写真右／フロアランプ

今年デビュー10年を迎えた
演歌歌手広畑あつみさん

　各種展示会や芸能

発表会など、毎年たく

さんのイベントが楽

しみな「にしせんぼく

文化祭」。

　今年はベテラン演歌

歌手広畑あつみさんを

お迎えし｢広畑あつみ

ショー・秋田民謡

ショー」を開催します。

　10月27日（木）から

31日（月）の間は、文

化祭のための展示・テント設営で西仙北中央公民館

前は駐車できません。西仙北総合支所・西仙北保健

センター駐車場、臨時駐車場（刈和野郵便局向かい）

をご利用ください。

◆日時／10月29日（土）・30日（日）午前９時～午

後４時30分

※広畑あつみショーは29日（土）午後１時30分～

◆会場／西仙北中央公民館

◆入場料／無料

【問い合わせ】

 西仙北中央公民館☎ 0187-75-1115まで

今年デビュー10年を迎えた
演歌歌手広畑あつみさん
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16
人
が
魅
せ
る
音
楽
の
楽
し
さ

第
５
回
東
日
本
学
校
吹
奏
楽
大
会
東
北
代
表

横
堀
小
学
校
器
楽
部
「
ブ
ラ
イ
ト
・
ア
イ
ズ
」

　
こ
の
ほ
ど
仙
台
市
で
行
わ
れ
た
第
48
回
全

日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
北
大
会
に
お
い

て
、
当
市
か
ら
参
加
し
た
大
曲
吹
奏
楽
団
、

南
外
中
学
校
、
横
堀
小
学
校
が
金
賞
を
受
賞

し
た
。
大
曲
吹
奏
楽
団
は
10
月
23
日（
日
）に

大
阪
国
際
会
議
場
で
行
わ
れ
る
第
53
回
全
日

本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
南
外
中
学
校
と

横
堀
小
学
校
は
、
10
月
８
日（
土
）に
千
葉
県

文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
第
５
回
東
日
本
学
校

吹
奏
楽
大
会
に
東
北
代
表
と
し
て
出
場
し
た
。

　
な
か
で
も
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
16
人
の
少
人

数
で
見
事
東
北
代
表
と
し
て
最
上
位
の
大
会

出
場
を
果
た
し
た
横
堀
小
学
校（
森
元
憲
美

校
長
・
児
童
数
１
６
１
人
）の
活
躍
は
注
目

を
集
め
て
い
る
。

　
東
日
本
大
会
は
も
と
よ
り
東
北
大
会
へ
の

出
場
も
初
と
い
う
横
堀
小
学
校
器
楽
部
「
ブ

ラ
イ
ト
・
ア
イ
ズ
」。
東
北
大
会
レ
ベ
ル
に
な

る
と
、
40
人
か
ら
60
人
と
い
う
大
人
数
の
バ

ン
ド
が
出
場
す
る
中
、
16
人
の
バ
ン
ド（
う

ち
６
年
生
が
４
人
）が
金
賞
に
選
ば
れ
た
こ

と
は
快
挙
と
い
っ
て
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
。

現
に
東
北
大
会
で
の
同
校
の
次
に
演
奏
し
た

バ
ン
ド
人
数
は
69
人
だ
っ
た
。

　
顧
問
で
あ
り
指
揮
を
執
る
照
井
政
裕
先
生

は
、「
満
足
で
き
る
演
奏
が
で
き
ま
し
た
。
一

人
一
人
に
演
奏
力
が
あ
り
、
16
人
と
は
思
え

な
い
ボ
リ
ュ
ー
ム
あ
る
迫
力
の
サ
ウ
ン
ド

と
、
豊
か
な
響
き
が
観
衆
を
魅
了
し
た
と
い

う
講
評
で
し
た
」
と
話
す
。
ま
た
、「
メ
ン

バ
ー
が
仲
が
良
く
、
明
る
い
雰
囲
気
で
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
よ
く
練
習
し
て
い
ま
す
。
素
直
で

一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。

　
演
奏
曲
は
「
聖
者
の
行
進
」。
誰
も
が
知
っ

て
い
る
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ズ
の
代
表

曲
。
こ
の
曲
の
練
習
は
６
月
ご
ろ
か
ら
始
め

た
。
陽
気
で
軽
快
、
強
烈
な
リ
ズ
ム
と
躍
動

感
あ
ふ
れ
る
サ
ウ
ン
ド
は
、
小
学
生
な
り
の

表
現
が
楽
し
め
る
。
ま
た
独
奏
の
旋
律
の
楽

し
さ
や
お
も
し
ろ
さ
が
十
分
味
わ
え
、
観
衆

を
も
引
き
込
み
、
コ
ン
ク
ー
ル
演
奏
で
は
会

場
に
手
拍
子
が
起
こ
り
、
演
奏
者
と
観
衆
と

が
一
体
と
な
っ
て
音
楽
の
楽
し
さ
を
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
も
ち
ろ
ん
バ
ン
ド
メ
ン

バ
ー
も
大
好
き
な
曲
で
あ
り
、
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
担
当
す
る
副
部
長
の
柳
田
彩
佳
さ

ん
は
「
体
が
自
然
に
リ
ズ
ム
を
刻
み
、
演
奏

し
て
い
て
と
て
も
楽
し
い
」
と
う
れ
し
そ
う

に
話
し
て
く
れ
た
。
ア
ル
ト
ホ
ル
ン
を
担
当

す
る
部
長
の
小
松
ミ
ユ
キ
さ
ん
は
「
金
賞
そ

■よこぼりしょうがっこう
９月に行われた「第48回全日本吹奏
楽コンクール東北大会」において金
賞に輝き、東日本学校吹奏楽大会に
出場。
16 人という少人数とは思えない豊
かな響きと迫力ある演奏は高い評価
を得ている。
楽器演奏の基礎をしっかりと身に付
けながら、もっと音楽を好きにな
り、体験を通して感動できる子ども
になれるよう活動している。

れ
も
東
北
代

表
と
聞
い
て

ビ
ッ
ク
リ
。
信

じ

ら

れ

な

か
っ
た
。
東
日

本
大
会
で
は
、

自
分
た
ち
の

演
奏
を
楽
し

み
た
い
。
メ
ン

バ
ー
は
み
ん

な
仲
良
し
で

音楽の楽しさを体全体で表現する子ど
もたち。

チ
ー
ム
と
し
て
満
点
。
す
べ
て
の
力
を
出
し

切
り
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
て
く
れ
た
。

　
バ
ン
ド
名
「
ブ
ラ
イ
ト
・
ア
イ
ズ
」
は
「
輝

く
瞳
た
ち
」
と
い
う
意
味
で
、
学
校
の
シ
ン

ボ
ル
に
な
っ
て
い
る
「
太
陽
く
ん
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
名
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
大
仙
の

恵
み
を
体
い
っ
ぱ
い
に
受
け
る
子
ど
も
た

ち
。
少
子
化
の
中
に
あ
っ
て
一
人
一
人
が
輝

き
、
力
を
結
集
し
大
事
を
成
し
遂
げ
る
こ
と

が
で
き
た
。
保
護
者
、
地
域
の
方
々
の
音
楽

に
対
す
る
理
解
や
良
好
な
環
境
に
あ
っ
て
、

音
楽
好
き
の
子
ど
も
に
成
長
。
感
動
体
験
を

続
け
る
子
ど
も
た
ち
の
演
奏
を
聴
く
と
何
か

勇
気
が
沸
い
て
く
る
。
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● ２日・水 大仙市社会福祉大会
太田町企業懇話会情報交
換会

● ３日・木 大仙市健康づくりセミ
ナー

● ６日・日 神奈川県座間市「市民ふ
るさとまつり」

● ７日・月 定例記者会見
● ８日・火 秋の火災予防訓練
● ９日・水 国道整備促進期成同盟会

要望（東京都）
●11日・金 大仙市技能功労者表彰式

東北学生将棋大会
●14日・月 無臭大豆「すずさやか」料

理試食会
●15日・火 大仙美郷環境事業組合議

会臨時会
大曲仙北広域市町村圏組
合議会臨時会
医療行政懇談会

●18日・金 知事と市長の行政懇談会
●23日・水 首都圏仙北町ふるさと会

総会（東京都）
●29日・火 男女共同参画フォーラム

敬老会で記念品を手渡す栗林市
長。

10月２日（日）、大仙市誕生記念市民囲碁大会の
四段の部に出場した栗林市長。

[11月の市長の動き]
※日程が変更になる場合があります。

　
合
併
後
初
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
、

30
人
の
新
し
い
議
員
が
決
ま
り
ま
し

た
。
定
数
30
に
対
し
66
人
が
立
候
補
す

る
大
変
な
激
戦
で
し
た
が
、
旧
市
町
村

ご
と
に
ほ
ぼ
人
口
と
比
例
す
る
形
で
、

結
果
と
し
て
議
員
空
白
地
域
が
生
ま
れ

な
か
っ
た
こ
と
は
、
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
当
選
さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
は
、
始

ま
っ
た
ば
か
り
の
大
仙
市
づ
く
り
に
、

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
約
６
カ
月
と
い
う
短
い

期
間
で
あ
り
ま
し
た
が
、
新
市
を
軌
道

に
乗
せ
る
べ
く
努
力
い
た
だ
き
ま
し
た

在
任
特
例
期
間
中
の
議
員
の
み
な
さ
ま

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
先
月
は
９
月
３
日
か
ら
大
仙

市
の
敬
老
会
が
23
地
区
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
仙
市
が
誕
生
し
て
初
め
て

の
敬
老
会
。
出
席
者
の
お
元
気
な
お

顔
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
、
大
変
う
れ
し
い
思
い
が
い
た

し
ま
し
た
。

　
人
生
50
年
と
は
昔
の
語
り
ぐ
さ
と

な
り
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性

78
・
64
歳
、
女
性
が
85
・
59
歳
と
世

界
の
最
長
寿
国
と
な
り
、
全
国
各
地
、

世
界
の
中
で
も
数
多
く
の
高
齢
の

方
々
が
活
躍
さ
れ
て
い
る
昨
今
で
あ

り
ま
す
。

　
戦
前
、
戦
後
の
苦
境
を
乗
り
越
え
、

日
本
を
、
そ
し
て
私
た
ち
の
地
域
を

こ
こ
ま
で
発
展
さ
せ
た
誇
り
を
い
つ

ま
で
も
持
ち
続
け
、
大
仙
市
の
父
と

し
て
、
ま
た
母
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も

ご
壮
健
で
大
仙
市
を
末
永
く
導
い
て

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
年
の
敬
老
会
は
、
旧
市

町
村
の
や
り
方
を
踏
襲
し
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
来
年
度
以
降
は
対
象
者
も
年
々
増
加

す
る
こ
と
か
ら
、
大
仙
市
と
し
て
よ
り

良
い
方
向
に
向
か
う
よ
う
、
み
な
さ
ん

か
ら
広
く
ご
意
見
等
を
う
か
が
い
な
が

ら
改
善
を
加
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
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　第27回全県500歳野球大会が、過去最多の156チームが参

加して開催されました。期間中、雨により１日順延して９月24

日（土）から29日（木）までの日程で熱戦が繰り広げられました。

　初日24日午前７時30分から神岡野球場で行われた開会式で

は、選手約4,000人がはつらつと入場行進。栗林市長が「日ご

ろの練習の成果を発揮し、楽しい思い出づくりをしながら頑

張ってください」と激励。山田ＯＢクラブ（湯沢市）の高橋清一

主将が「一年ぶりの再会を喜び、勝負にこだわりつつも、けが

をしないように、元気はつらつプレーすることを誓います」と

力強く宣誓しました。

　試合は神岡、南外地域11の球場に分かれ、１回戦から決勝

戦までの計155試合が行われ、秋銀クラブ（秋田市）がナイスミ

ドルＯＢ（同）を１対０で下し、初出場で初優勝を飾りました。

第27回全県500歳野球
過去最多156チームが参加

授賞式は秋田市の駅前「アゴラ広場」で行われまし
た。左から佐々木翔・生徒会副会長、草薙・同会長、
小松裕太・同副会長。

　豊成中学校生徒会（柴田政幸校長・生徒数105人）が県の「環

境大賞」を受賞しました。環境大賞は、地球に優しい活動を実

践している個人・団体を表彰するもので、同校では空き缶の出

張回収の活動を続けています。また、空き缶を回収した収益金

で地域の福祉施設に車イスを毎年寄贈しており、９月26 日

（月）には八乙女荘へ車いすを寄贈しました。

　昨年からはより多くの空き缶を回収しようと、定期的に地域

をまわり回収活動を行う「空き缶出張回収」を行なっていま

す。原則として毎週金曜日に地域の13カ所の施設などを巡回

し、空き缶を回収しています。

　生徒会長の草薙一馬さんは、「夏の暑いときに臭うごみ箱に

手を入れるなど苦労して回収したかいがあった。今後もがんば

ります」と受賞の喜びを語ってくれました。

過去最多156チームが参加。出場選手約4,000人の
入場行進は日本一と言われます。

選手宣誓する山田Ｏ
Ｂクラブの高橋清一
主将。仲間との再会
を喜びプレーするこ
とを誓いました。

豊成中学校生徒会　環境大賞受賞
空き缶出張回収

初出場で初優勝を飾った秋銀クラブ。
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　９月28日（水）、太田中学校の１年生66人が稲

刈りを体験、実りの秋を満喫しました。

　同中学校では、校舎から徒歩５分ほどの所に学

校田を借り、１年生全員が田植えや稲刈りを体験

しています。当日は、保護者10人もボランティア

として参加し、かまを使い手作業で丁寧に稲を刈

り取っていきました。

　生徒たちは春先の田植えも自分たちで行いまし

たが、部活動で夜遅く帰宅し、土日も練習試合な

どで、農作業を手伝った経験が少ない生徒たち。

普段何気なく、当たり前のように口にしている米

の生産には、手間がかかることを実感した様子で

した。稲刈りに参加した�橋晴香さん（太田町惣

行）と�橋綾子さん（太田町東今泉）は「家は農家で

すが、稲刈りは初めて。お米を作るのは大変です

ね」と汗を流しながら、刈り取った稲を束ねてい

ました。

　なお、この日刈り取られた「あきたこまち」は、

太田地域の学校給食として子どもたちに提供され

ます。

　また、９月30日（金）には大沢郷小学校（泉寅雄

校長）の全校児童73人による稲刈りが行われまし

た。

　農業を営む伊藤久助さん所有の田んぼ８アール

を借りて田植えから始め、丹精込めて育てた稲を

一生懸命刈り取っていました。

　刈り取った稲は、11月中旬に行う収穫祭で、稲

刈りの時に手伝いをいただいた児童たちのおじい

ちゃん、おばあちゃんと一緒におにぎりなどを作

る予定です。

稲刈り体験 太田中学校、大沢郷小学校
澄み切った秋晴れの下

空と大地の恵みを感じながら作業する中学生。稲刈りはた
いへんだけど楽しいと話してくれました。

昔ながらの「はさがけ」作業。
低学年は稲を背負ってはさ場
まで。頼もしいでしょう。（上）
「豊作だよ」と刈り取った稲を
片手にポーズする大沢郷小学
生。（下）
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　10月１日（土）と２日（日）、仙北ふれあい文化センターで、新

市誕生を記念した初心者指導のための囲碁講習会と市民囲碁大

会が行われました。

　初日の指導教室には約60人の受講生が参加し、仙北地域出
すぐる

身で日本棋院棋士八段の梅木英さんを講師に、初心者のための

囲碁を学びました。

　２日目の囲碁大会には202人の方々が参加。級位者から最高

位までの８クラスに分かれ、盤面上で白と黒の熱い戦いを繰り

広げました。

　今大会への最高齢の参加者は91歳の飯村俊次さん（西仙北地

域）で、見事三段のクラスで優勝しました。そのほかのクラス

の優勝者は次のとおりです。

▼最高位優勝＝菅原英一（秋田市）▼五段同＝秋山福夫（大曲）▼

四段同＝若松文夫（西仙北）▼三段同＝飯村俊次（西仙北）、武部

佶郎（大曲）▼二段同＝武田悦子（大曲）▼初段同＝石田常盤（仙

北）▼級位者＝黒田成仁（太田）　　　　　　　　　　　　

大仙市誕生記念市民囲碁大会
碁盤上で熱い戦い

２
０
２
人
に
よ
る
静
か
で
熱
い
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。（
上
）

八
面
打
ち
（
８
人
を
一
度
に
相
手
す
る
）

の
指
導
碁
を
打
つ
梅
木
八
段
。

　大仙市の敬老会が９月３日（土）の中仙地域鑓見内、長野地区

から始まり、各地域ごとに23地区で行われました。

  ９月末現在で70歳以上の高齢者は20,691人。うち100歳以

上は11人となっています。今年の敬老会への招待はその地域

によって年齢要件などまちまちでしたが、合併協議では敬老会

への招待対象年齢を今後３年をめどに75歳以上に統一するな

ど、敬老会の方法や内容等についてより良い方向に向かうよう

検討することとしています。

　９月20日（火）に行われた神岡地域の敬老会には、満70歳と

満75歳以上の1,003人を招待し、410人が参加。同地域では

昨年まで体育館での開催でしたが、ひざや脚部に負担があまり

かからない、いすで対応できる会場での開催となりました。

  栗林市長は敬老祝金や記念品を贈呈した後、「みなさんは戦後

の激動を生き抜き、今日の日本、そして地域を築いてきた功労

者であり、ご労苦に感謝と敬意を表したい。まだまだ若いみな

さんから市政全般について指導を願い、これからの少子高齢化

を克服できる地域社会を築いていきたい。そして健康長寿の先

輩からアドバイスをいただきながら、新しい大仙市づくりにの

ぞみたい」と感謝のことばを述べ長寿を祝いました。

大仙市の敬老会
各地域23地区で開催

９月10 日に行われた中仙地域豊川地区での敬老会
（写真上）と神岡地域敬老会の様子。
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　９月20日（火）、大仙市南外庁舎に、大曲地区安全運転管理

者協会と大仙市事業主会南外班（佐々木公男会長）が製作した交

通安全ピーアール看板が設置されました。（写真上）

　大仙警察署でまとめた交通事故統計（平成17年８月末現在）

によると、大仙署管内では今年に入ってから10件の交通死亡

事故が発生、現在交通事故死亡者数が全県でトップとなってい

ますが、南外地域では、平成14年６月以来死亡事故ゼロが続

いています。（平成17年９月30日現在1,207日）

　９月21日（水）には、南外地域の外小友安全会（高橋作郎会

長）が、交通安全プレートの配布活動を行いました。（写真中）

　交通弱者である幼児を交通事故の魔の手から守ろうと、秋の

交通安全運動期間中に毎年行っているもので、会員が今年南外

幼稚園に入園した幼児の家庭を一軒一軒訪問。黄色地に「幼児

飛び出し」と大きく記されたプレートをプレゼントしました。

　また同日、南外地域の外小友交通安全会（高橋作郎会長）と南

楢岡交通安全会（今野恭男会長）が合同で、交通安全軽トラパ

レードを実施しました。

　これまで大仙市内の交通安全会によるパレードの合同実施は

行われていましたが、南外地域の両交通安全会が合同で、地域

内に限定して重点的に実施するのは今回が初めてです。

　南外庁舎前を出発したパレード隊は、「交通安全」の文字が

ひときわ目を引く黄色いのぼり旗をひらめかせながら、地域内

をくまなく巡回しました。

「交通安全への関心を高め、事故防止につながれば」
と佐々木会長は話してくれました。

南外地域　交通安全看板設置、安全パレード
地域をあげて交通安全に取り組む

　９月29日（木）、大曲養護学校中学部（本郷達郎校長）の生徒

が大曲地域商店街のごみ拾いを行いました。

　「地域」と「感謝」をキーワードに、生徒39人全員が地域と

関わりを持ちながら、感謝される体験を目指し、「やるぞ！ピ

カピカ39隊」と名付けられ、今年で２年目の活動になります。

　今年は４回の事業を計画しており、前日には学校がある大川

西根地区のクリーンアップを行っています。当日は学年ごとに

３班に分かれ、大曲駅から大曲農業高校までの商店街を約１時

間30分かけてごみ拾い作業を行いました。また、社団法人大

曲青年会議所の会員が、作業中の安全確保のためボランティア

として参加しました。

　本郷校長は、「今回も会議所のみなさんと交流できたが、地

域との関わりが子どもたちの成長の糧となる。商店街や町内会

のみなさんとの交流ができるレベルまでにしたい」と話してく

れました。

大曲養護学校中学部　商店街をクリーンアップ

サンキュー

やるぞ！ピカピカ39隊

火ばさみを手にしてごみを拾
う生徒たち。側溝のたばこの
吸い殻など、丁寧に拾い集め
ました。（左）
集合場所の諏訪神社では、
拾ったごみを分別。ごみ袋10
袋分のごみが集まりました。

プ
レ
ー
ト
は
、
今
年
南
外
幼
稚
園

に
入
園
し
た
幼
児
の
家
庭
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。（
左
）

10
台
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
交
通
安
全
の

大
切
さ
を
訴
え
走
り
ま
し
た
。（
下
）
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仙
市
の
広
報
は
隅
か
ら
隅
ま
で
拝
見
し

　
　
て
い
ま
す
。

　
月
に
１
回
地
域
版
の
発
行
も
あ
り
、
非
常

に
よ
く
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
協
和
地
域
・
69
歳
男
性
）

　
　
康
保
険
証
が
10
月
か
ら
カ
ー
ド
化
さ

　
　
れ
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
携
帯
し
や
す
く
大

歓
迎
で
す
。
新
し
い
タ
イ
プ
の
保
険
証
も
従

来
ど
お
り
の
更
新
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う

か
。

（
大
曲
地
域
・
38
歳
男
性
）

（
住
民
課
）

　
健
康
保
険
証
に
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
１

年
間
の
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
。

　
更
新
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
、
更
新
の

方
法
等
に
つ
い
て
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
　
議
会
議
員
選
挙
の
掲
示
板
の
大
き
さ
に

　
　
は
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
ど
の
ぐ
ら
い

の
経
費
が
か
か
っ
た
の
か
心
配
し
て
い
ま

す
。
次
回
選
挙
は
今
回
ほ
ど
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
が
…
。

（
協
和
地
域
・
62
歳
男
性
）

　
　
年
の
大
曲
の
花
火
は
最
高
で
し
た
。
天

　
　
気
に
も
恵
ま
れ
、
ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と
に

桟
敷
で
観
る
こ
と
が
で
き
、
光
と
音
の
迫
力

に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

（
神
岡
地
域
・
49
歳
女
性
）

　
　
み
袋
が
新
し
く
な
る
よ
う
で
す
が
、
値

　
　
段
は
前
に
比
較
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
か
。
希
望
小
売
価
格
は
な
く
、
今

流
行
の
オ
ー
プ
ン
価
格
で
す
か
。

　
と
に
か
く
使
い
や
す
い
も
の
を
希
望
し
ま

す
が
、
各
家
庭
へ
の
試
供
品
の
配
布
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。（

神
岡
地
域
・
40
歳
女
性
）

（
環
境
対
策
課
）

　
ご
み
袋
は
各
小
売
店
で
の
自
主
流
通
に
な

る
た
め
、
個
々
に
よ
っ
て
価
格
が
違
う
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
22
、
23
日
開
催

の
「
秋
の
稔
り
フ
ェ
ア
」
の
環
境
学
習
コ
ー

ナ
ー
に
お
い
て
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
が

試
供
品
の
配
布
等
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
曲
地
域
に
住
ん
で
４
年
に
な
り
ま
す
。

　
　
大
曲
の
花
火
に
は
言
葉
に
尽
く
せ
な
い

「
美
」
が
あ
り
ま
す
。

　
大
会
開
催
に
当
た
っ
て
の
裏
方
の
方
々
の

ご
苦
労
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
大
曲
地
域
・
52
歳
女
性
）

　
　
材
厨
房
の
「
か
ぼ
ち
ゃ
の
ク
ル
ミ
ケ
ー

　
　
キ
」
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
の
案
内
等
助
か
り
ま
す
が
、
ご
み
袋
の

紹
介
、
サ
ン
ク
エ
ス
ト
ま
つ
り
の
紹
介
が
地

域
版
と
重
複
し
て
い
ま
し
た
。
も
っ
と
ス

マ
ー
ト
な
編
集
を
希
望
し
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
70
歳
女
性
）

大

食 ご

今 市 健

大

９
月
16
日
号
に
寄
せ
ら
れ
た
お
手
紙
か
ら

　
今
年
４
月
か
ら
夫
の
仕
事
の
関
係
で

秋
田
市
か
ら
仙
北
地
域
に
移
り
住
ん
で

い
ま
す
。

　
静
か
で
空
気
も
き
れ
い
、
水
も
お
い

し
く
、
と
て
も
住
み
や
す
い
環
境
で
あ

る
こ
と
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
一
つ
だ
け
困
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
燃
や
せ
る
ご
み
の
収
集

日
が
週
一
回
と
い
う
こ
と
に
不
満
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
週
２
回
の
収
集
日
の
と
こ

ろ
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
私

の
地
域
も
収
集
回
数
を
増
や
し
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
夏
の
ご
み
の
臭
い
は
ひ
ど
く
、
衛
生

的
に
も
悪
い
状
態
で
す
。
収
集
所
に
は

収
集
日
の
何
日
も
前
か
ら
ご
み
を
出
す

人
も
い
る
状
況
で
す
の
で
、
早
期
の
改

善
を
希
望
し
ま
す
。

　
将
来
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
オ
ム
ツ
な

ど
の
ご
み
の
量
が
今
以
上
に
増
え
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
今
か
ら
心
配
で
す
。

（
仙
北
地
域
・
36
歳
女
性
）

（
環
境
対
策
課
）

　
合
併
の
事
務
調
整
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旧

市
町
村
に
お
い
て
、
ご
み
の
収
集
体
制
に
相

違
が
あ
り
、
収
集
回
数
等
に
つ
い
て
統
一
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
来
年
度

か
ら
は
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
の
週
２
回
回
収

等
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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和
で
行
わ
れ
た
輓
馬
大
会
を
見
て
き
ま

　
　
し
た
。

　「
人
馬
一
体
」
を
身
近
で
感
じ
ま
し
た
。

（
西
仙
北
地
域
・
64
歳
）

　
　
口
と
世
帯
数
が
気
に
な
り
ま
す
ね
。

　
　
時
々
は
年
代
別
に
棒
グ
ラ
フ
等
で
表
示

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
分
か
り
や
す
い
と
思

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
紅
葉
の
季
節
、
区
域
別
の
マ
ッ

プ
、
お
に
ぎ
り
持
参
で
出
か
け
ら
れ
る
と
こ

ろ
の
紹
介
が
あ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

（
南
外
地
域
・
51
歳
女
性
）

人

　答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、広報誌の感想や市

への質問などをお書きの上、秘書広報課までお送りくださ

い。また、ハガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、

Eメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

９月24日にから開催された第24回全県500歳野球大会
には何チーム出場したでしょうか？

①146　②150　③156

10 31

　
　
曲
の
花
火
で
68
万
人
の
人
出
を
記
録
し

　
　
て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
写
真
も
き
れ
い

で
、
成
績
も
記
載
さ
れ
て
い
て
よ
か
っ
た
。

（
太
田
地
域
・
15
歳
男
性
）

　
　
仙
を
歩
こ
う
!!
大
変
よ
か
っ
た
で
す
。

　
　
孫
が
「
ど
っ
か
連
れ
て
っ
て
」
と
休
み

の
た
び
に
せ
が
ん
で
く
る
の
で
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
に
で
も
出
か
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
近
く
に
い
い
と

こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
ね
。

（
大
曲
地
域
・
65
歳
男
性
）

　
　
報
交
換
で
き
る
地
域
が
広
が
り
、
行
動

　
　
範
囲
も
広
く
な
り
楽
し
ん
で
し
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
73
歳
女
性
）

　
　
真
が
多
く
見
や
す
い
。
各
地
域
の
行
事

　
　
が
紹
介
さ
れ
て
楽
し
い
。
高
齢
者
対
象

の
体
を
動
か
す
行
事
の
紹
介
が
も
う
少
し

あ
っ
た
ら
と
思
う
。

（
中
仙
地
域
・
64
歳
女
性
）

　
　
定
ご
み
袋
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

　
　
燃
や
せ
る
ご
み
袋
が
黄
色
に
な
っ
た
こ

と
は
カ
ラ
ス
対
策
で
し
ょ
う
か
。

　
他
の
自
治
体
で
黄
色
の
ご
み
袋
を
試
験
的

に
取
り
入
れ
効
果
が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た

が
、
当
市
で
も
早
く
も
本
格
導
入
と
な
り
環

境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
の
早
さ
に
感
心
し

ま
し
た
。

（
大
曲
地
域
・
47
歳
男
性
）

協

写

今回の料理の先生は

今 キミエさん
（神岡地域・北楢岡）

材料（10個分）
◎サツマイモ/150g◎もち粉/150g◎砂糖 /50g
◎水/70cc◎かたくり粉/適量◎あんこ/適量
※３種類のサツマイモ（山川紫、紅はやと、黄金千貫）
を使用

作り方
①サツマイモをふかしてつぶし、あん状にしておく。
②ボールにもち粉、砂糖、水を合わせてこねる。①を
加えてさらにこね、沸騰している蒸し器で25分蒸
す。

③蒸し上がったらボールに取り出し、熱いうち生地が
しっとりするまでよくこねる。

④かたくり粉を敷いたパットにのせて10等分する。
⑤小豆あんは、好みの大きさで10等分しておく。
⑥⑤を④で包んで形を整えて完成。

※神岡地域の道の駅「茶屋っこ一里塚」で１個80円、
３個パック入り250円で販売しています。

※さわやか加工グループで製作しています。

指

大大情
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今回は南外地域です
支所巡回の無料法律相談
　相談には申し込みが必要です。

◆日時／10月27日（木）午前10

時～午後３時

◆会場／南外公民館（南外庁舎隣り）

◆申込受付期限／10月25日（火）

【問い合わせ・申し込み】

社会福祉協議会南外支所

☎ 0187-74-2097まで

11月はこの地区です
電気設備定期調査
　各家庭の電気設備を調査し、結

果をお知らせしています。

◆11月の調査対象／【大曲地域】

嶋村、中沢、元木、新堀、鳥居、成沢

【問い合わせ】

東北電気保安協会大曲事業所

☎ 0187-63-4940まで

９月30日から１時間608円に
秋田県最低賃金の改正
　今年の秋田県の最低賃金は１時

間あたり608円となり、県内で働

くすべての労働者（一部産業を除

く）に適用されます。

　詳しい内容については問い合わ

せください。

【問い合わせ】

大曲労働基準監督署

☎ 0187-63-5151まで

職場環境の整備にむけて
仕事と家庭を考えるセミナー
　男女とも育児休業しやすい職場

づくりについて考えてみませんか。

◆日時／10月27日（木）午後１時

～４時

◆会場／ホテルメトロポリタン秋

田（秋田駅前）

【問い合わせ】

秋田労働局雇用均等室

☎ 018-862-6684まで

10月16日（日）～11月４日（金）

全国ジャンボうさぎフェスティバル
　■午前９時～午後４時■ドンパン広場（中仙総合支所前）
美山湖フェスティバル■午前８時～■美山湖（協和ダム）
真昼岳登山■午前７時集合■美郷町千畑交流センター（申込者のみ）
呈茶会（玉川遠州流・鎌田森容社中）■午前10時～午後３時■産業展示館（300円）
カヌースラローム大会■午前９時～■斉内川（道の駅なかせん裏）
休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：長尾歯科医院（中仙）☎ 0187-56-4405
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

秋田県職場総合美術展（～24日）■秋田県立美術館（秋田市）

真木ダム代替案検討プロジェクト会議■午後１時～■仙北ふれあい文化センター

巡回教育相談■午前10時～午後３時■大曲仙北広域交流センター
大仙市民大学■午後６時30分～■大曲仙北職業訓練センター

行政なんでも相談■午前10時～午後３時■秋田市民交流プラザ「アルヴェ」

仙北公民館まつり（～30日）■仙北ふれあい文化センター
太田の秋祭り（～30日）■太田文化プラザ・太田公民館

秋の稔りフェア（～23日）
　■午前９時30分～午後３時■大曲庁舎・大曲市民会館・広域交流センターほか
呈茶会（裏千家流・藤田宗律社中）■午前10時～午後３時■広域交流センター（300円）

ロボット競技大会■午前10時～午後３時■大曲小学校体育館ほか※P19
コミュニティビジネスオークション■午後１時～■アルヴェ（秋田市）※P19

海上自衛隊大湊音楽隊コンサートin和ピア
　■午後２時開演■協和市民センター（無料・入場整理券が必要）
呈茶会（裏千家流・板先宗萠社中）■午前10時～午後３時■産業展示館（300円）
休日外科当番医：大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
休日歯科当番医：おやしき歯科クリニック（大曲）☎ 0187-65-2005
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

かみおか文化祭（～30日）■嶽雄館・神岡農村環境センター
にしせんぼく文化祭（～30日）■午前９時～午後４時30分■西仙北公民館※P７
きょうわ祭（～30日）■協和市民センター（和ピア）
戸部けい子さん講演会■午前10時20分～■遊学舎（秋田市・3,000円）

忍たま乱太郎キャラクターショー
　■午後２時30分開演■大曲市民会館（全席指定2,000円）
川サミット2005■午後１時～■仙北市民会館（旧田沢湖町・無料）※P18
いのち・愛の朗読会■午後２時～■グランドパレス川端別館※P19

陸上自衛隊第９師団音楽隊・ドンパル公演
　■午後３時開演■中仙市民会館（無料・入場整理券が必要）
休日外科当番医：仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：松本歯科医院（美郷町六郷）☎ 0187-84-0259
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

大曲養護学校祭「曲養祭」■午前９時10分～午後２時20分■大曲養護学校
角間川更生園祭■午前10時～午後２時30分■角間川更生園※P６
休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：金子歯科医院（大曲）☎ 0187-63-7300

市長面会日■午前９時30分～11時■仙北総合支所

市長面会日■午前９時30分～11時■大曲総合支所

進藤修作陶展■午前10時～午後３時■まほろば唐松「唐松城」※P19
子育て講座■午後１時40分～■東大曲小学校

市県民税第３期納期限・国民健康保険税第４期納期限

第32回大曲書道会展（～30日）■大曲仙北広域交流センター※P19
仕事と家庭を考えるセミナー■午後１時～■ホテルメトロポリタン秋田※P17

チャリティダンスパーティー■午後６時～■フォーシーズン（3,000円）※P19

大仙市社会福祉大会■午後１時30分～４時■大曲市民会館※P19

17 (月)

18 (火)

19 (水)

20 (木)

10/16 (日)

21 (金)

22 (土)

23 (日)

24 (月)

25 (火)

26 (水)

27 (木)

28 (金)

29 (土)

30 (日)

31 (月)

1 (火)11/

(木)3
文化の日

4 (金)

2 (水)
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次回広報は9月15日（木）に行政協力員へお届けします。次回広報は10月31日（月）に行政協力員へお届けします。

「玉川」の文化について学ぶ
「川サミット2005」
　「玉川」の歴史を学び、川文化を認

識する講習会です。基調講演や写真

展示、伝統芸能発表も行います。

◆日時／10月30日（日）午後1時～

◆会場／仙北市民会館（旧田沢湖町）

◆入場料／無料

【問い合わせ】

大仙市中仙観光協会

☎ 0187-56-2337まで

自分の能力を伸ばす
大曲職業訓練センターの講習会
◆各種講習会／

【職長等安全衛生教育】

対象／建設業関係者で労働者を直

接指導または監督する立場の方

期間／11月14日（月）・15日（火）

会場／西仙協和商工会館

受講料／6,000円

申込み受付期限／11月１日（火）

【小型車両系建設機械

特別教育（３t未満）】

期間／11月15日（火）・16日（水）

会場／大曲地域職業訓練センター

受講料／10,000円

申込受付期限／11月１日（火）

【研削砥石の取替試運転関係特別教育】

対象／グラインダを使う職種の方

期間／11月17（木）・18日（金）

会場／大曲地域職業訓練センター

受講料／7,000円

申込受付期限／11月４日（金）

◆時間／午前９時～午後５時

【問い合わせ・申し込み】

大曲地域職業訓練センター

☎ 0187-62-1726まで

大曲技術専門校から
学校フェアと能力向上講習会
■大曲技術専門校フェア

　大曲技術専門校学生による、作

品の販売・展示などを行います。

◆日時／10月30日（日）午前10

時～午後３時

◆会場／大曲技術専門校（大曲川

原町）

■能力向上講習会

　仕事をしている方を対象とし

た無料の講習会です。

【表計算ソフト（EXCEL）基礎】

期間／10月25日（火）・26日（水）

【ISO14001内部監査員養成】

期間／10月29日（土）・30日（日）

【ワープロソフト（Word）応用】

期間／11月１日（火）・２日（水）

【Linuxの基礎】

期間／11月８日（火）・９日（水）

【ガス溶接技能準備】

期間／11月９日（水）・10日（木）

【表計算ソフト（EXCEL）応用】

期間／11月15日（火）・16日（水）

【第一種電気工事士実技試験準備】

期間／11月16日（水）から18日

（金）まで

◆時間／午前９時～午後４時

◆会場／大曲技術専門校

【問い合わせ・申し込み】

大曲技術専門校

☎ 0187-62-6321まで

開業を考えている人を応援
短期集中講座「創業塾」
　事業化実現に向けたビジネス

プラン作成などを学ぶ無料の講

習会です。

◆対象／起業意欲のある方

◆日時／11 月６日（日）・20 日

（日）午前９時～午後４時

◆会場／大曲エンパイヤホテル

◆定員／15人

◆申込受付期限／11月２日（水）

【問い合わせ・申し込み】

大曲商工会議所

☎ 0187-62-1262まで

一緒に歌いませんか
女声合唱団コール・ノーヴァ
　「コール・ノーヴァ」では会員

を募集しています。一緒に練習

し楽しく歌いませんか。見学・体

験も大歓迎です。

◆日時／毎週金曜日午前９時30

分～11時30分、午後７時30分

～９時（どちらかに参加）

◆会場／大曲仙北広域交流セン

ターほか

【問い合わせ・申し込み】

高階みち子さん

☎ 0187-63-1183まで
畠山和子さん

☎ 0187-84-1101まで

「花」を描いてください
第２回ブランカ作品展
　花をテーマとした、個性的で夢

とやすらぎが感じられるような作

品を募集します。詳しい応募方法

については問い合わせください。

◆応募資格／中学生以上

◆応募規定／画材は自由。絵の

サイズは最大 S10 号（53cm ×

53cm）まで

◆申し込み方法／郵便番号、住

所、氏名、絵のタイトルを明記した

紙を作品裏面に貼り付け、ブラン

カ（大曲中通町3-16）まで申し込み。

◆申込受付期限／11月30日（水）

【問い合わせ・申し込み】

ブランカ

☎ 0187-62-0558まで

太平山（大曲）から見た玉川

ブランカでは様々な作品展を行っています。

加入手続きはお済みですか 10月は労働保険適用推進月間
　労働保険は全ての事業所（一部を除く）が加入することになっています。

加入されていない場合は最寄りの労働基準監督署かハローワークにご相談ください。

【問い合わせ】秋田県労働局労働保険徴収室☎ 018-883-4267まで
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味わい深い書道を楽しむ
第32回大曲書道会展
　入場無料のバラエティにとんだ

94点の作品展です。

◆期間／10月27日（木）から30

日（日）まで

◆会場／大曲仙北広域交流センター

【問い合わせ】

大曲書道会事務局 斎藤さん

☎ 0187-62-2448まで

国際ソロプチミスト大曲
チャリティダンスパーティー
　ダンスパーティーに参加しませ

んか。お楽しみ抽選会もあります。

◆日時／11月４日（金）午後６時

～９時

◆会場／フォーシーズン（大曲佐野町）

◆チケット／3,000円（飲食代含む）

【問い合わせ・チケット発売】

ブランカ

☎ 0187-62-0558
つじや菓子店

☎ 0187-62-0494まで

安心の地域社会をめざして
大仙市社会福祉大会
　大仙市社会福祉協議会の発足を

記念し、式典・講演会を開催します。

◆日時／11月２日（水）午後１時

30分～４時

◆会場／大曲市民会館

◆参加費／無料

◆講師／山王丸愛子（秋田県子育

て支援課長）

【問い合わせ】

大仙市社会福祉協議会

☎ 0187-63-0277まで

地域の資源をアイデア活用
コミュニティビジネスオークション
◆日時／10月23日（日）午後１時～

◆会場／「アルヴェ」１階きらめ

き広場（秋田駅東口）

【問い合わせ】

あきたNPOコアセンター

☎ 018-862-5969まで

楽しみませんか
いのち・愛の朗読会
　みんなの朗読教室の発表会で

す。子ども向け、古文・漢詩、方

言をいかした朗読のほか、歌を取

り入れた朗読劇なども行います。

ぜひお越しください。

◆日時／10月30日（日）午後２時～

◆会場／グランドパレス川端別館

◆参加費／無料

【問い合わせ】

みんなの朗読教室 斎藤さん

☎ 0187-62-0559まで

陶芸の奥深さにふれる
備前焼作家「進藤修」作陶展
　備前焼作家進藤修さん（協和地

域出身）の窯出し作品を展示しま

す。古来から茶人に愛され続けて

きた備前焼の素朴さ、そこから生

まれる幽玄の美を堪能ください。

◆期間／10月21日（金）から24日

（月）までの午前10時～午後３時

◆会場／まほろば唐松「唐松城」

【問い合わせ】

進藤先生を囲む会 武田さん

☎ 018-894-2037まで

工業系高校生の熱い戦い
ロボット競技大会
　全県の工業系高校生による「ロ

ボット競技大会」「研究発表大会」

を開催します。生徒たちの技術の

集大成をどうぞご覧ください。

◆期日／10月23日（日）

◆時間／【ロボット競技大会】午

前10時～午後３時【研究発表大

会】午前10時30分～11時30分

◆会場／【ロボット競技大会】大

曲小学校体育館【研究発表大会】

大曲図書館３階視聴覚室

【問い合わせ】

県立大曲工業高校 村上先生

☎ 0187-63-4060まで

参加チームを募集します
各種ソフトバレー交流大会
　詳しい申し込み方法については、

それぞれにお問い合わせください。

■ソフトバレー交流大会

　ヤングの部、シルバーの部で行

う、ソフトバレー交流大会です。

◆日時／10月30日（日）午前８時

30分受け付け開始

◆会場／南外体育館（南外梨木田）

◆参加費／１チーム2,000円

◆申込受付期限／10月23日（日）

【問い合わせ・申し込み】

佐々木敬悦さん

☎ 0187-62-3312まで
■レディースソフトバレー交流大会

　女性チームによる交流大会です。

◆日時／11月６日（日）午前９時

30分～

◆会場／サンクエスト大曲

【問い合わせ・申し込み】

事務担当 佐々木さん

☎ 0187-63-3364まで

大仙市の頂点を目指して
フットサル・フェスティバル
◆参加資格／靴底があめ色の

シューズを使用し、１チーム５人

で構成されたチーム。

◆日時／11月12日（土）・13日

（日）午前10時～午後４時

◆会場／南外体育館（南外梨木田）

◆参加費／１チーム3,000円（高

校生以下のチームは2,000円）

【問い合わせ・申し込み】

大仙市サッカー協会 鹿川さん

☎ 0187-63-6435まで

室内サッカー
（フットサル）

19



▼
表
紙
の
大
台
ス
キ
ー
場
か
ら
の
大
仙
市
の
眺
望

は
、
ま
さ
に
黄
金
色
の
絨
毯
。「
豊
饒
の
大
地
」「
豊

穣
の
秋
」「
天
の
恵
み
」
に
光
り
輝
く
豊
か
な
風
景

だ
っ
た
▼
刈
り
取
っ
た
ば
か
り
の
も
み
を
積
み
、乾

燥
施
設
へ
と
忙
し
く
走
る
何
台
も
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
と

す
れ
違
う
中
、「
は
さ
が
け
」
作
業
に
汗
を
流
す
老

夫
婦
に
出
会
っ
た
。
車
を
止
め
「
な
つ
か
し
い
で
す

ね
」
と
声
を
か
け
る
と
「
今
流
行
で
ね
く
て
な
…
。

笑
わ
れ
る
」
と
照
れ
な
が
ら
も
、
天
日
に
勝
る
も
の

な
し
と
「
昔
な
が
ら
」
に
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
慣
れ

た
手
つ
き
で
作
業
を
進
め
る
横
顔
は
輝
い
て
見
え
た

▼
輝
い
て
い
た
と
い
え
ば
、横
堀
小
学
校
器
楽
部
の

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。東
日
本
大

会
出
場
と
い
う
快
挙
を
取
材
に
訪
れ
た
が
、子
ど
も

た
ち
の
底
抜
け
に
明
る
く
楽
し
い
演
奏
に
、思
わ
ず

体
が
ス
イ
ン
グ
し
、
リ
ズ
ム
を
刻
む
。
純
粋
に
音
楽

の
楽
し
さ
を
実
感
で
き
、体
の
芯
か
ら
熱
い
も
の
が

こ
み
上
げ
て
き
た
▼
恵
み
の
秋
ま
っ
た
だ
中
で
の

「
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ズ
」。
レ
コ
ー
ド
棚
か
ら

ひ
と
つ
か
み
。
サ
ッ
チ
モ
と
ダ
ニ
ー
・
ケ
イ
の
聖
者

の
行
進
に
針
を
落
と
し
て
み
よ
う
か
。　
　
　（
し
）

　人　口　95,738 人（－ ８）

　　　男　45,471 人（－ ８）

　　　女　50,267 人（ ０）

　世帯数　30,366世帯（＋ 32）

（９/30現在）


